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城南病院広報誌



病院・関係施設に大きな被害

　平成28年４月14日夜と、16日未明に2度にわたって

震度7を記録した「平成28年熊本地震」により、城南病院

ならびに関連施設にも大きな被害が発生しました。築5年

の本館（外来診察室、検査室・MRI室・CT室、事務室、医

局、研修センター）、南病棟（精神科病棟、調理室）の外壁

に亀裂が入り、窓ガラスが割れ、本館研修ホールやデイ

ケア施設のなごみ北棟・南棟では天井が崩落し、検査室

内の止水弁が外れ、また全棟（南病棟、西病棟）のスプリ

ンクラー・給湯管・排水管が寸断され、検査室・MRI室・

CT室、外来診察室、南病棟などが大量の水で溢れ、停電

も発生しました。

職員の機転で早期対応

　すぐに自家発電機が作動しましたが、軽油の確保が難

しく、終日人工呼吸器装着が必要な4名の患者様につい

ては、ドクターヘリによる宮崎大学病院への搬送を敢行。

精神科病棟入院患者様も全員、被害を免れたリハビリ館

への緊急移動と、息詰まるような対応に追われました。

　地震発生とともに、すぐ近隣に住む職員が病院・施設

に駆けつけてくれて、患者様や入居者様のケアに当た

り、止水弁を閉じ、給水バルブを止め、情報収集・連絡体

制構築、瓦礫の撤去など、てきぱきと対応してくれました。

職員には熱傷、骨折など地震関連の傷病者が3名でまし

たが、患者様や入居者様には地震関連の死者や傷病者

を一人も出すことがなかったことは不幸中の幸いだった

と感じております。

保育園再開で患者様に笑顔

　建物、検査設備、ライフラインに大きな被害がでました

が、4月18日に電気が回復し、19日には本館の一部で水

道が使用可能になり、22日には本館のトイレも使用可能

になりました。外部業者さんや総務課、業務課を中心とす

る職員の皆様のご尽力により徐々にライフラインが復旧

していきました。

　その後、院内のさくら保育園も再開し、院内を散歩する

園児の姿に、患者様にも笑顔が戻ってきたように感じまし

た。4月25日には精神科病棟のライフラインの整備が終

わり、精神科患者様もリハビリ館より元の南病棟へ戻る

ことができました。

連休を過ぎて本格再開

　5月の連休明けから、外来は送迎も含めて本格的に再

開され、入院も全病棟のトイレ・入浴設備が復旧したことか

ら新規入院の受け入れが始まりました。地震直後は使い捨

て容器におにぎりやパン、牛乳などの非常食だった病院食

も電気・ガス調理ができるようになり、徐々に品数も多く

なっていき、容器も含めて地震前の状態に戻りました。

　最も被害が大きかったデイケア施設のなごみ北棟・南

棟も6月上旬に改修工事を完了し、6月15日には本格的

にデイケアの活動も再開されました。宮崎大学病院ほか

に緊急避難されていた4名の患者様も5月末から7月末

にかけて救急車で迎えに行き、全員無事帰院されました。

感謝を胸に地域を担う復旧を

　現在も破損したMRI室の改修工事などが続いておりま

すが、病院・施設の本格改修も念頭に置きながら、当院の

あるべき姿を模索しております。地震直後から九州のみ

ならず全国の多くの個人の方、施設・企業の方々からたく

さんの水・食料・衛生物品・義援金をご恵贈賜り、またボ

ランテイアとしてご尽力いただき、心から感謝申し上げま

す。賜りましたご恩は決して忘れることなく、地域に貢献

できる医療・福祉施設として復旧していくことを職員一

同肝に銘じております。

　皆様、本当にありがとうございました。

温かいご支援に対する感謝と
当院の現状について

［平成28年熊本地震］

杏和会 城南病院 
理事長・院長

内野 誠

DOCTOR’S MESSAGE院長からの
メッセージ

Makoto Uchino’s 

 Message

がれき



医師紹介

小山田 直朗

医師からのメッセージ

山下 耕一

本年4月より内科・精神科に赴任し、内科外来・病棟、

精神科病棟を担当しています。赴任して早々の熊本地

震で当院も大きな被害を受け、通常とは異なる診療体

制での仕事となりました。

熊本大学を卒業。長野での全科ローテート・呼吸器

内科の研修後、帰熊して地域での総合診療科的な診療

に従事してきました。4年間の精神科研修・1年間の中

米での国際医療協力を経験して、現在に至ります。

今回の地震では、病院周辺の地域でも自宅が被害を

受けたり、余震の不安で避難所での生活を余儀なくさ

れている住民の方々が大勢いました。深部静脈血栓症

の予防体操やJMAT（日本医師会災害医療チーム）の

災害支援で避難所巡回をしながら健康状態悪化の予

防や心のケアに努めました。

まだ地震後に心や身

体の不調を訴える方も

多く、できるだけのサ

ポートをしています。当

院のスタッフや専門医

の先生方とも協力し

て、より良い医療を提

供できるよう頑張って

いきます。

当院で対応できない場合は、専門的に治療できる病院

に紹介いたします。なんでも遠慮せずにご相談ください。

当院は緑豊かな丘の上にあり、素晴らしい環境の中に

あります。自宅からは自転車通勤には適当な距離にあり、

麦畑・田んぼの間を走り、坂を登って通勤しています。

4月より内科常勤医

として赴任いたしまし

た。元々消化器疾患を

中心に診療を続けて

おりましたが、前職場

からは広く内科一般

患者を受け持つこと

が多くなりました。

当院は掛かり付け機能を有する入院可能な医療機

関ですが、そのサブアキュート機能強化に、今後多少

なりともお役に立ちたいと思います。“団塊の世代”

の高齢化に向けて、地域の先生方や住民の方々に

とって、より一層使い勝手の良い城南病院になるよう

努めたいと考えています。

地域医療構想の中で、病診連携や病々連携は一段

と重要になります。私は地域連携部長を兼任しており

ますので、さまざまなご紹介に対して幅広い受け入れ

に努めたいと考えます。

罹患数・死亡数共に胃がんを超えた大腸がんの発

見には、下部消化管内視鏡検査（大腸カメラ）が必要

です。当院の消化管内視鏡検査件数は現在あまり多く

はありませんが、徐々に増やしたいと考えております。

外来診療や入院依頼など、患者様のご紹介をお願

いできれば幸いです。今後ともよろしくお願い申し上

げます。

城南病院赴任のご挨拶

城南病院に赴任して

内科・消化器内科
地域連携部長

内科・精神科
診療技術部長



地震発生後からの活動
行政などと連携を図り、当院にできることとして避難

所でのエコノミークラス症候群予防などの健康体操

の実施や、JMAT（日本医師会災害医療チーム）と協

力した医師の避難所巡回を行いました。

熊本地震後の
活動・復旧報告
ご支援・ご協力いただいた全ての皆様へ感謝をこめて
4月中旬に熊本県を襲った熊本地震。当院も少なからず被害を受けました。
地震直後の状況報告と併せて、設備破損により活動停止でご迷惑をお掛けした
設備機能などが復旧できましたのでご報告させていただきます。

平成28年熊本地震

Report

Report

広域搬送のため当
院に救援に来てい
ただいたDMAT（災
害派遣医療チーム）
の救急車

神戸市の吉田病院附属脳
血管研究所 平田 温医師
に救援に駆けつけていた
だき、当院スタッフと支援
チームを編成してJMAT
の指揮のもと城南町避難
所支援に参加

震災翌日ヘルメットをかぶ
り、使用できなくなった薬
剤科から必要な薬剤を取
り出す

情報共有のため震
災後継続していた
ミーティングの様子



今後の活動

地震被害からの復旧

リハビリ・デイケア機能
通所リハビリとデイケア機能を担う在宅ケアセン

ターの天井などが崩落し、安全に利用者様を受け入

れる状態ではなかったため、やむを得ず休止。仮の

場所での実施を余儀なくされましたが、懸命の復旧

作業によって完全に元の機能を取り戻しました！ 各種検査機能
前震時に水道管の破裂によって自動分析装置が

故障しましたが、災害支援でお借りした検査装置

で診療を継続することができました。7月に新しい

自動分析装置を設置し、地震前の機能を完全に

取り戻すことができました。

被害は軽微ではありませんでしたが、大部分の病院

機能を復旧・再開することができました！

地域に根ざした病院として研修ホールを利用

した地域の施設職員向け講演会、地域住民

向け公開講座なども再開します！

Report

Plan

毎年恒例の「城南病院夏まつり」を、今年は復興を

祈願し「城南病院秋まつり」として10月15日（土）

に開催することになりました！詳報はホームペー

ジなどでお伝えいたします。

メーカー、販売会社、臨床
検査技師会等のご協力に
より、検査機能は早期に維
持・復旧できました

在宅ケアセンター
入り口ホール天井
は元通りに

「体操に来てもらう
とみんなで大きな
声で掛け声できて
気持ちよか」との感
謝の言葉が印象的
だった、言語聴覚士
によるお口の体操

病院機能復旧が落ち着き、
地域の避難所に巡回をし
ている内野院長と津崎看
護師（災害支援ナース）

平田医師よりJMAT活動
を引き継ぎ、近隣避難所へ
の巡回を行い、避難者の
悩みを聞く山下医師

今回の地震では病院の近隣にも

大きな被害が出ました。そのような

状況にも関わらず、近隣の皆様に

は病院運営に多大なるご協力を

いただきました。地域一丸となって

復興に向けて頑張りましょう！

昨年の夏まつりの様子

事務部 情報企画課
主任　堤 和夫熊本 城南病院 検 索

研修ホールも地震により被害を受
けましたが、現在は復旧しています



あれこれ

今回は3月に着任しました弘総看護部長の

着任挨拶と、地震後も継続している出前健康

教室の活動報告とご案内です。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

　2016年3月17日総看護部長として就

任いたしました弘 妙子です。熊本大学病

院、阿蘇医療センター（新病院の建設、電

子カルテの導入、看護部の教育システム

の新設）を経て、就任いたしました。

　城南病院は、緑豊かでゆったりとした時

間が流れる空間です。スタッフの挨拶や和やかな会話が心地よく、

施設内清掃もよく行き届いているというのが第一印象でした。

　しかし4月14日と16日に熊本地震が発生し、様子が一変してし

まいました。病院の建物は被災し、スプリンクラーが作動。病室、食

堂、外来、玄関などの床は浸水し、天井からの漏水も大量でした。本

震直後は、南館での診療が安全に行えない可能性があると判断さ

れ、停電でエレベーターも使えない中、懐中電灯を頼りに比較的

安全と思われるリハビリ館へ患者様を誘導しました。

　食事は備蓄食対応。手洗いや飲料水、トイレに必要な水の確保

など、病院機能を保つため、衛生環境の維持に職員全員で取り組

みました。　　

　患者様に寄り添う看護師自身も被災し、不眠と闘い、あるいは

車中泊を続けながらも、自ら進んで患者様のため対応している姿

を見ていると、医療人として、看護師として胸が熱くなりました。

　このすばらしい看護部のスタッフとともに、地震で痛手を受けて

も、これをバネに飛躍していきたいと思います。皆様の声を大切に

受け止め、やさしい看護を提供できるように、環境（設備・教育等）

をさらに充実させ、魅力ある病院を目指したいと思います。今後と

も、どうぞよろしくお願いいたします。　

城南病院総看護部長に
就任して

看護部
総看護部長　弘 妙子

総看護部長を中心に魅力
ある病院を目指して

自慢の自然豊かな療養環
境の中で優しい看護を実
践していきます



城南病院では震災前より地域の求めに

応じて、公民館やコミュニティセンターで

出前健康教室を行ってまいりました。また

熊本地震後も既に3カ所（隈庄校区、阿高

地区、舞原地区）実施させていただき、多

くの方にご参加いただいております。

今までは体操が中心になることが多かったのですが、地震後か

らは当院所属の薬剤師や管理栄養士などの専門知識を生かした

プログラムの充実を図りました。「薬の管理の仕方がわからん！ど

がんしたらよかとな？」といった疑問質問などの、医療や健康、リ

ハビリ、介護に関するプログラムを取りそろえております。

また、南区城南町地域には大規模な仮設団地も運営が始まって

います。地域で暮らす住民の皆様のお役に立てるように出前健康

教室を行っていますので仮設団地などからの教室実施のご相談も

お伺いします。まずはお気軽にお尋ねください！

 （1人分：349kcal）

あれこれ

事務部 総務課長兼情報企画課長

山口 武彦
出前健康教室も元気に
継続実施中です

暑さ厳しい夏が過ぎ、夏の疲れが残っ
ていませんか？栄養豊富な栗を使った
秋を感じるメニューを紹介いたします。

●米…2合
●もち米…1合
●栗…400ｇ（剥き栗300ｇ）
●みりん…大さじ1杯
●酒…大さじ1杯
●塩…小さじ1杯
●薄口しょうゆ…小さじ1杯
●昆布…5ｃｍ（角）
●黒ゴマ…少々

材料（6人分）

栗は少量摂取するだけで必要な栄養をとること
ができます。ナッツ系の種子ですが、ナッツと比べ
るとでんぷんが多く脂質が少なくヘルシーです。
ほかにもたんぱく質・ビタミンA・ビタミンB1・ビ
タミンC・カリウム・ミネラルも含まれており、中で
もミネラル（亜鉛）が豊富です。亜鉛が欠乏すると
生殖機能低下や味覚異常、成長停止、創傷治癒
障害、皮膚炎、下痢などの症状が出るといわれて
います。また、栗の渋皮にはワインにも含まれるポ
リフェノールの一種であるタンニン、プロトシアニ
ンが多く含まれ、活性酸素を取り除き、がんの予
防に効果があるといわれています。

レシピ紹介 　　 管理栄養士　石上 さゆ美

　 米ともち米を洗い

炊飯ジャーの炊き込み

3合の目盛りより少し

少なめの水に1時間浸

水させる。

　 栗は、軽く茹でて鬼

皮、渋皮ともにむいて

おく（今回は剥き栗を

使用）。

　 昆布、調味料全て

を入れ、栗の上に載せ

て炊き込みモードで

炊く。

　 炊き上がったら10

分程蒸らし、栗が崩れ

ない程度に混ぜて黒

ゴマをふりかける（塩

味が足りない時は食

べる時に塩少々振っ

て食べてもOK）。

1.

2.

3.

4.

地震直後にもかかわらずたくさ
んの方にご参加いただきました

薬剤師による「お薬の素朴
な質問応えます」ではたく
さんの質問をいただき好
評でした！ 

城南病院 出前健康教室係
☎0964-28-2556（担当：山口・松尾）



内科
神経内科
脳神経外科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター
サービス付き高齢者向け住宅
きらり舞原

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/

熊本 城南病院 検 索〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
麻酔科
精神科

学会等認定施設

日本認知症学会認定専門医教育施設
日本神経学会認定専門医准教育施設

住宅型有料老人ホーム まいのはら
グループホーム けやき

外来診療担当医

小山田

内野克

小山田

担当医

内野克

内野克

山下、髙井
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木村竜

髙井

木村貴

三ヶ島

内野院長

三ヶ島

木村貴

担当医

内野院長

内野院長、　

小山田、髙井

三ヶ島

三ヶ島

知花

知花

小山田、髙井

松村

小出

松村

髙井

木村貴

担当医

小出

小出

小山田

山下

担当医

熊大担当医

山下

小出

担当医

小出

小出

小山田、髙井

木村竜

髙井

木村貴

小山田

内野院長、内野克

小山田

木村貴

担当医

内野院長、内野克

内野院長、　

山下、髙井

木村竜

木村貴

小野

小山田、髙井

月 曜

内 科
神 経 内 科
呼吸器内科
消化器内科
循環器内科
外科

リハビリテーション科
精 神 科

老年精神科
整 形 外 科
皮 膚 科

パーキンソン・神経難病外来
物 忘れ 外 来
内 視 鏡
超音波

診療科目

木村円
（第4週のみ）

担当医

担当医

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

私たちは、病める人の気持ちを理解し、
“信頼され、選ばれる病院”を目指して研鑽します

城南病院の理念
外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555

宇
土
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南熊本平成

嘉島町
上仲間

城南町
今吉野

緑川

御船IC

九
州
自
動
車
道

火の君総合
文化センター

イオンモール熊本
（旧ダイヤモンドシティクレア）

城南病院

東バ
イパ
ス

浜
線
バイパス

白山
通り

産業
道路

熊
本

J
R
鹿
児
島
本
線

九
州
新
幹
線 57

57

3

3 266

266

240

38

JR
三角線

JR
豊肥
本線

川
尻

西
熊
本 バス・タクシーをご利用の場合

熊本交通センターから
「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合
九州自動車道御船ＩＣより車で10分

地域の医療ニーズに応えられる病院を
目指します
家族を入院させたい病院、職員が働き
続けたい職場づくりを目指します
医療技術・知識の向上を図ることを通
じて、急性期病院や地域の医療機関・
施設との連携を推進します
治療成果の向上と患者さまの満足度向上
を図るため院内連携を強力に推進します
良質な医療・介護サービスを提供する
体制を継続的に構築していくために健
全経営を実現します

基本方針　

使命

軽症例の急性期治療や亜急性期治療
脳血管疾患や整形疾患の急性期後の
リハビリテーション治療
神経難病の治療
認知症の治療
精神疾患の治療（身体リハビリテーショ
ン治療を含む）
精神疾患患者の身体合併症の治療
在宅生活を支援する包括的で継ぎ目の
ない保健・医療・介護・福祉サービス

事業領域

外
　
　
　
　
　
来

検
査

専
門
外
来

阿邉山
（再来）

髙松
（再来）

山下
（再来）

髙松
（再来）

髙松
（初診）

髙松
（初診）

髙松
（初診）

髙松
（初診）

阿邉山
（再来）

担当医・担当技師


